
【具体的活動（公約）について】 

①コミュニケーション ～全校のコミュニケーション能力の向上～ 

②スポーツを通してクラスや学年の絆を深める ～ひとつになる～ 

③意見と主体性の強化 ～意見箱の強化とアンケートの実施～ 

④それぞれの個性を尊重し合う ～ポジティ語を広めていく～ 

 

 

 

 

 

 

12 月５日（金）に後期生徒

総会が開催されました。第７

９代生徒会スローガン「創造

～常に前進し、革新する岩中

～」を掲げ、①合唱  ②ボラ

ンティア活動 ③生徒全員で

創る学校を目指して  ④生徒

同士のコミュニケーションを

具体的活動として、様々な企

画を考え、生徒会全体で活発

な取組を行ってきました。協

議の中でも、賛成の意見が多

く出され、公約に基づいた活

動がしっかりと行われてきた

ことを伺わせました。 
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【生徒会スローガンについて】 

『共創』には、「生徒の皆さん一人ひとりが考え、意見を出し合い学校づくり

に参加することで、全校で新たな岩中を創ろう」という思いを込めています。 

第８０代生徒会では、積極的に生徒の意見を取り入れて、行事などの改革

を行い、「共に創る行事」にしたいと考えます。また、今行っている活動の改善

に加え、新しい取組を行いさらに活気のある岩中を目指します。 

（生徒総会議案書一部抜粋） 

生徒会活動は、「自分たち

の学校生活を自分たちで創

っていく」という自治活動。

より豊かで、より良い学校

生活が送れるよう、全校が

一緒になって、「共に創る岩

中生徒会」を目指してほし

いと思います。 



 

12 月４日（木）、全校生徒を対象にアントレプレナーシップ講演会を開催しました。本講演会は、文部科

学省実施の「アントレプレナーシップ推進大使派遣事業」により実現しました。文部科学省では、技術革

新や社会の変化が激しい現代において、アントレプレナーシップ（自ら枠を超えて行動を起こし、新たな

価値を生み出していく精神）は、起業家だけでなく、企業や行政で働く人間にも必要なものと捉え、将来

の日本を担う児童・生徒に対してアントレプレナーシップを醸成していくことが重要だと考えています。 

講演では、「自己理解」「社会への関心を持つこと」「課題発見」「行動する」「周囲と協働する」「自分の

可能性を信じる」ことの重要性について、佐々木さんのキャリアや経験をもとにお話いただきました。講

演の最後には「皆さんの『夢』が叶うことを心から願っています。『夢』の大小は関係ありません。地元で

も、日本全国でも、世界相手でも、計画を立てて行動に移せば夢を実現できる可能性は大きく高まります。

というか、続けてさえいれば必ず叶います。」という力強いメッセージをいただきました。 

現代社会は、技術の進化や社会課題の複雑さによって、従来の枠組みだけでは乗り越えられない場面が

増えています。そんな中で求められるのは、挑戦を恐れず、失敗を学びに変える力や自分の興味と強みを

みつけ、すこしでもいいから「始めてみる」行動を起こす力などです。本講演会で学んだことをこれから

の学校生活や未来を設計する一助となることを願っています。 

Boys, be ambitious!  

Be ambitious not for money or for selfish aggrandizement, not 

for that evanescent thing which men call fame. 

Be ambitious for the attainment of all that a man ought to be. 

 

少年よ、大志を抱け！ 

お金のためではなく、 

私欲のためでもなく、 

名声という空虚な志のためでもなく、 

人はいかにあるべきか、 

その道を全うするために、 

大志を抱け          ＝ウィリアム・スミス・クラーク博士＝ 


